
帯
三
？
「「
”
議
終
雄
け
無
慧
ゃ
 

“
ト
（
'
 
3
つ
、
ま
る
で
お
姫
様
に
3
人
の
小
人
と
い
っ
た
感
じ
。
 
一
 

一
‘片
 

特
別
な
こ
と
は
し
て
な
い
け
ど
毎
年
良
い
球
根
だ
け
を
選
別
一
 

一
α
 

し
て
植
え
て
い
る
と
い
う
。
 
「来
年
も
同
じ
よ
う
に
咲
く
か
一
 

『
然
 
な
あ
」
と
松
橋さ
ん
。
 

『
 

「

E
 
【
！
』
』
撃
 

、
芦
 

さ
」
 

一
泥
 ニ
ー
 

n】
「
一
 

】
 

一酬
 
落

I
塔
一一
 

一
 

"
 一

一
 

1
つ
の
大
き
な
花
を
引
き
立
て
る
か
の
よ
う
に
小
さ
な
花
が
一
 

一
ろ
m
 

」

ー
 

・
戸
一
 

ん
一
 

rい
』ー

・
ー
ー
ミ
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ミ
ー
・
ー
ー

h
 

一」
 
・
 

一
」』一
可
 
ー
 

》
 
孔
一
 

春が生んだ天然の花束 

橋

一
 

天
一
 

へ
 

(
 

る
の
？
 

原
田
 
だ
い
た
い
5
m
も
あ
れ
ば

タ
ネ
が
沈
ん
で
し
ま
っ
て
草
が
生

え
で
こ
な
ぐ
な
る
。
除
草
剤
使
え

ば
そ
れ
に
抵
抗
力
の
あ
る
草
が
生

え
で
来
る
。
そ
う
な
れ
ば
そ
れ
に

効
く
除
草
剤
を
使
わ
ネ
バ
マ
イ
ネ

グ
な
る
。
永
遠
に
続
く
ワ
ゲ
ダ
。
 

ー
草
は
す
ぐ
生
え
な
く
な
る
の
？

原
田
 
3
年
位
は
生
え
る
け
ど
も

そ
れ
過
ぎ
れ
ば
殆
ど
生
え
な
く
な

る
。
今
ダ
ッ
ギ
ャ
拾
い
草
し
な
く

て
も
い
い
も
の
。
 

ー
わ
か
り
ま
し
た
。
タ
ネ
が
ド
ロ

の
中
に
入
り
込
ん
で
草
が
生
え
て

来
な
い
ん
で
す
ね
ー
た
だ
、
肥
料

が
な
く
て
も
育
つ
と
い
う
の
が
わ

か
ら
な
い
ん
で
す
が
。
ワ
ー
フを
敷
 
 い

て
腐
ら
す
の
と
堆
肥
を
入
れ
る

の
と
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
が
？

‘
 

原
田
 
完
熟
堆
肥
を
し
ょ
っ
ち
ゆ

う
や
っ
て
れ
ば
土
に
バ
ク
テ
リ
ア

が
繁
殖
し
な
く
な
る
ノ
サ
。
 

原
田
 
始
め
っ
か
ら
腐
っ
て
る
の

入
れ
れ
ば
あ
ど
腐
ら
な
く
て
も
イ

イ
ッ
キ
ャ
。
シ
タ
ハ
ン
デ
、
バ
ク

テ
リ
ア
が
必
要
で
ネ
グ
ナ
ル
ノ
サ
。
 

ー
あ
ー
な
る
ほ
ど
 

原
田
 
い
か
に
バ
ク
テ
リ
ア
を
生

か
し
て
発
酵
さ
せ
て
土
を
生
か
し

て
イ
グ
ガ
と
い
う
こ
と
だ
ン
ダ
。
 

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
伸
ば
す
ノ
サ
。
そ
れ

が
自
然
の
力
ダ
デ
バ
ナ
。
例
え
ば

山
の
土
み
た
い
に
む
っ
た
ど
木
の

葉
落
ち
て
れ
ば
ミ
ミ
ズ
も
い
る
け

ど
完
熟
堆
肥
ナ
ン
ボ
入
れ
で
も
ナ

ガ
ナ
ガ
ミ
ミ
ズ
出
で
来
な
い
。
そ

の
点
不
思
議
と
ワ
ラ
敷
き
込
ん
で

腐
ら
せ
ダ
ノ
サ
ミ
ミ
ズ
も
出
で
土

も
軟
ら
か
く
な
る
。
田
さ
フ
ナ
の

マ
イ
コ
相
当
入
っ
て
る
よ
。
ソ
ン

ギ
土
も
肥
え
で
る
ン
ダ
。
普
通
の

田
さ
フ
ナ
で
も
エ
ビ
で
も
入
っ
て

ネ
べ
。
ソ
ン
キ
オ
メ
ダ
ヂ
毒
だ
物

食
っ
て
る
だ
。
 

ー
そ
う
い
う
事
な
ん
で
す
か
。
 

原
田
 
余
計
な
物
入
れ
ば
す
ぐ
イ
 
 モ

チ
で
も
何
で
も
病
気
付
ぐ
ネ
。
 

ジ
ギ
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
オ
メ

ダ
ヂ
注
射
打
っ
て
る
の
ど
同
じ
こ

と
だ
よ
。
自
然
に
任
せ
で
作
っ
て

る
ん
だ
ハ
ン
デ
、
イ
ネ
は
健
康
だ

し
メ
ー
米
デ
ギ
ル
ネ
。
 

ー
そ
こ
へ
奥
さ
ん
が
助
言
 

奥
さ
ん
 
孫
遊
び
に
来
れ
ば
「
カ

ッ
チ
ャ
ド
ゴ
の
米
お
い
し
い
」
 
て

食
っ
て
る
よ
。
ワ
ダ
ヂ
ダ
バ
毎
日

食
っ
て
る
ハ
ン
デ
分
が
ら
な
い
け

ど
も
、
子
ど
も
達
は
ソ
ス
ョ
。
 

原
田
 
確
か
に
糖
度
は
あ
る
よ
。
 

米
で
も
リ
ン
ゴ
で
も
化
学
肥
料
や

っ
た
や
つ
さ
比
べ
れ
ば
。
 

ー
今
ま
で
で

一
番
苦
労
し
た
こ
と
 

ュ
よ
？

一
 

原
田
 
自
然
農
法
に
切
り
替
え
で

す
ぐ
の
時
の
草
取
り
だ
。
薬
使
ラ

イ
ネ
し
、
ア
ド

ー
番
難
し
い
の
は

リ
ン
ゴ
だ
。
初
め
て
リ
ン
ゴ
の
自

然
農
法
や
っ
た
時
木
ゴ
ト
殺
し
て

し
ま
っ
た
ネ
ナ
。
そ
れ
で
マ
ネ
ど

思
っ
て
5
年
位
有
機
農
法
や
っ
て

土
を
直
し
て
い
っ
た
。
や
っ
ぱ
り

い
き
な
り
や
る
ギ
ナ
ッ
テ
モ
マ
ネ

モ
ン
ダ
。
じ
ょ
じ
ょ
に
近
づ
け
で

イ
ガ
ネ
バ
。
 

ー
リ
ン
ゴ
の
場
合
防
虫
は
大
変
だ

と
思
う
け
ど
7
 

原
田
 
焼
酎
と
酢
だ
け
で
大
丈
夫
 
 だ

。
臭
い
で
虫
付
が
な
ぐ
な
る
ン

ダ
ベ
ナ
。
す
ご
い
臭
い
だ
も
の
。
 

死
ぬ
の
は
死
な
ね
け
ど
も
繁
殖
し

な
ぐ
な
る
。
但
し
、
ジ
ギ
や
っ
て

る
の
さ
か
げ
で
も
ダ
メ
だ
よ
。
 

ー
そ
れ
で
は
最
後
に
こ
れ
か
ら
の

課
題
は
？
 

原
田
 
ど
う
し
て
楽
し
て
田
を
作

る
か
。
そ
し
て
流
通
機
構
を
も
っ

と
確
立
す
る
こ
と
だ
。
今
考
え
で

る
の
は
ワ
ラ
敷
い
ダ
ノ
サ
水
入
れ

で
テ
ー
ラ
ー

（
小
型
耕
運
機
）
で

縦

・
横
2
回
か
げ
で
い
び
り
も
し

な
い
で
そ
の
ま
ま
植
え
る
。
テ
ー
 
 ラ

ー
で
1
日
に
2
反
し
か
カ
ゲ
ラ

イ
ネ
の
が
欠
点
ダ
ノ
。
5
町
歩
も
 

6
町
歩
も
作
っ
て
れ
ば
タ
ダ
デ
ネ

ネ
。
大
き
く
て
軽
い
機
械
で
き
れ

ば
い
い
ん
だ
け
ど
。
自
然
農
法
や

っ
て
ウ
ジ
ャ
ネ
コ
イ
デ
ル
ダ
バ
マ

ネ
と
い
う
こ
と
だ
。
高
齢
者
で
も

田
作
れ
る
自
信
を
持
つ
百
姓
で
ネ

バ
マ
ネ
。
そ
し
て
安
全
で
う
ま
い

品
質
の
良
い
米
を
作
っ
て
行
く
と

い
う
の
が
希
望
ダ
ノ
。
 

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
い
米
を

作
っ
て
下
さ
い
。
 

⑦ 広報かなぎ川川川I'll' 

，火が楽しみだと原田さん 



白
川
 
安
義

白
川
 
た
み

白
川
 
文
蔵

白
川
 
ギ
ョ
 

平
成
4
年
度
の
行
政
協
力
委
員
 
の
円
潤
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向

会
総
会
が

5
月

1
4日
に
開
か
れ
会
 
上
を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
推

長
に
今
兼
春
、
副
会
長
に
小
野
元
 
薦
さ
れ
た
方
を
町
長
が
委
嘱
し
た

靖
、
木
立
忠
、
太
田
時
郎
の
各
氏
 
委
員
で
組
織
し
て
お
り
、
現
在
九
 

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

十
八
名
の
委
員
が
い
ま
す
。
 

 

行

政
協

力
員
決

ま
る
 

0 
西東寺川 米小小北朝 

芦芦 端 帯帯新 B1T 
野野 

町町町町町区区町区 

阿中藤角野木阿津津
部村元 田宮村部島 島 

定吉昭健 二昭照信
一永造一進男 治光一 

女向林易下吊上 

の 藤藤藤

坂道下 川 枯枯木古 

山y
 

山
而
 二

区
 
木
村
不
二
男
 

一
 
一
 

女
 

枝
 
工
藤
武

一
郎

枝
 
工
藤
 
良
村
 

枝
 
小
山
内
正
一
 

上
宇
田
野

一
区
 
史 
合 

上
宇
田
野
二
区
 
中
谷
 
イ
ツ
 

・

hー
こ
、
 

0 
神下上朝 

蒔蒔 日 
団 

原 田 田地 

区 

昭

和
町

一
一
区
 角
田
 
金
男

神
明
町

一
区
 
石
戸
谷
 
誠

神
明
町
一
一
区
 
桑
田
 
重
】
 

朝
日

町

一
区
 
野
宮
 

治
 

秋 白 田 中工
元川 中村藤 

繁理重和勝
雄一隆子栄 

鈴
木
定
五
郎

梶
浦
 
悦
子

千
葉
千
津
子

工
藤
弥
三
郎
 

会長に選出された今兼春氏 
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町
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宇
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靖
 

下
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ゆ
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山
中
キ
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今
今
中
今
古
桑
伊
太
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今
宮
今
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原
原
須
沢
沢
鳴
原
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十
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J
I
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~
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田
 
藤
 
崎
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t
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田
 
日
］
崎

F
F
1

円
 
浦

i
 
m
 

菊
池
 
良
治

今
 

徳
盛

宮
崎
 
与
太

今
 
慶
八
郎

佐
藤
 
政
一

太
田
 
時
郎

伊
丸
岡
兼
作

桑
田
 
藤
吉

古
川
 
竹
夫
 

原
田
 
万
治

原
田
 
茂
春
 

沢
田
 
俊
雄

須
崎
正
之
助
 

沢
田
 
秀
子
 

原
田
 

稔

鳴
海
 
喜
栄
 



金
木
南
中

学
校
 

青
少
年
赤
十
字
に
登
録
 

5
月
2
1日
喜
良
市
小
学
校

（
校

長
廿
鎌
田
連
二
）
で
5
年
生
・
6
 

年
生
の
生
徒
4
9人
が
校
舎
北
側
の

学
校
田
で
田
植
え
を
行
っ
た
。
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
小
雨
の
肌

寒
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
生

か
ら
田
植
え
の
指
導
と
注
意
を
受

け
た
後
、
裸
足
に
な
り
元
気
よ
く

田
ん
ぽ
に
入
っ
た
。
 

5
年
生
は
初
め
て
の
経
験
と
あ

っ
て
、
田
ん
ぽ
の
中
を
歩
く
の
が

精

一
杯
で
ド
ロ
ン
コ
に
な
り
な
が

ら
も
一
生
懸
命
。
6
年
生
は
昨
年

に
引
き
続
き
2
年
目
と
あ
っ
て
余

裕
の
手
さ
ば
き
で

一
株
一
株
丁
寧
 

5
月
2
6日
嘉
瀬
小
学
校

（
校長
 

ー
片
田
興
）
5
年
生
4
7人
が
毘
沙

門
小
学
校
の
生
徒
と
合
同
で
五
所

川
原
地
区
の
田
ん
ぼ
に
も
ち
米
の

苗
を
植
え
た
。
 

こ
の
日
は
絶
好
の
田
植
え
日
和

と
あ
っ
て
早
々
半
袖
半
ズ
ボ
ン
に

な
り
、
嘉
瀬
農
協
青
年
部
と
若
妻

会
の
協
力
の
も
と
、
秋
の
収
穫
、
 

も
ち
つ
き
を
期
待
し
な
が
ら
丹
精

込
め
て
田
植
え
を
し
た
。
 

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
初
め
て
と

あ
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
手
足
 

に
植
え
て
い
た
。
 

最
後
に
、
み
ん
な
が
植
え
た
稲

が
い
っ
ぱ
い
育
ち
ま
す
よ
う
に
と

お
神
酒
を
あ
げ
祈
願
し
た
。
 

に
ド
ロ
を
つ
け
な
が
ら
も
「
楽
し

か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。
 

足が抜けない（嘉小 ノ
 

あ
 

金
木
南
中
学
校
（
藤
田
信
範
校

長
廿
生
徒
二

一
二
人
）
で
5
月
2
8
 

日
赤
十
字
精
神
に
基
づ
い
て
、
日

常
生
活
の
中
で
望
ま
し
い
人
格
と

精
神
を
自
ら
形
成
し
、
世
界
の
平

和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
よ
う

と
日
本
赤
十
字
社
青
少
年
赤
十
字

へ
の
登
録
式
を
行
っ
た
。
 

登
録
式
で
は
、
日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
斎
藤
健
事
務
局
長
か

ら
田
中
勇
治
金
木
町
分
区
長
へ
、
 

そ
し
て
野
呂
佳
央
生
徒
会
長
へ
赤

十
字
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。
 

「青
少
年
赤
十
字
を
実
践
し
て

い
く
第

一
歩
と
し
て
ほ
し
い
己
と

校
長
先
生
が
挨
拶
し
た
あ
と
、
来

賓
の
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部

斎
藤
健
事
務
局
長
、
田
中
勇
治
金

木
町
分
区
長
が
「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
心
身
の
成
長
を
心

か
ら
お
願
い
し
ま
す
い
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
た
。
 

最
後
に
全
校
生
徒
に
バ
ッ
チ
が

手
渡
さ
れ
、
生
徒
を
代
表
し
て
野

呂
佳
央
生
徒
会
長
が
 

①
生
命
と
健
康
を
大
切
に
す
る
。
 

②
人
間
と
し
て
社
会
の
た
め
、
人
 
 の

た
め
に
尽
く
す
責
任
を
自
覚
し

実
行
す
る
。
 

③
広
く
世
界
の
青
少
年
を
知
り
、
 

仲
よ
く
助
け
合
う
精
神
を
養
う
。
 

こ
の
青
少
年
赤
十
字
の
実
践
目
標

を
実
行
す
る
た
め
努
力
し
ま
す
。
 

と
、
決
意
を
述
べ
た
。
 

小
田
川
山
地
内
の
町
営
模
範
牧

場
に
5
月
1
4日
町
内
の
肉
用
牛
黒

毛
和
種
が
放
牧
さ
れ
た
。
 

放
牧
に
は
、
金
木
地
区
肉
用
牛

組
合

（
組合
長
廿
石
戸
谷
秀
雄
）
 

の
組
合
貝
を
は
じ
め
県
の
関
係
機

関
、
金
木
農
協
、
共
済
組
合
、
役

場
な
ど
か
ら
3
1名
が
集
ま
り
、
肉

用
牛
組
合
に
管
理
業
務
委
託
し
て

か
ら
最
高
の
m
頭
が
第

一
牧
区
に

一
斉
に
放
さ
れ
た
。
今
ま
で
狭
い

牛
舎
に
入
っ
て
い
た
だ
け
に
、
新

鮮
な
牧
草
が

一
杯
の
広
々
と
し
た

牧
場
で
牛
た
ち
も
満
足
そ
う
に
走

り
回
っ
て
い
た
。
 

こ
の
牛
た
ち
は
1
0月
下
旬
ま
で

緑
い
っ
ぱ
い
の
牧
場
で
、
の
ん
び

り
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。
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みんな一生懸命（喜小） 

農
業
体
験
学
習
《
田
植
え
《
 

爽快だモ～ン 

バッチを手渡される生徒たち 



白
内
障
手
術

装
置
導
入
 

「
厚
生
年
金

・
国
民

年
金

積
立
金

」
還
元
融
資
 

老人世帯でのサービス 

この度めでたく「かなぎ公民館ブライダル」 

（企画・進行一事務局「金木町中央公民館」） 

によりカップルとなられた若いお二人をご紹介

いたします。 

c7か谷ぎ公民館 
ブライダル情報 

圧4PPy Wedding 
おめでとうク 

★今秋または来春ご結婚をご予定されている方は、 

お気軽に金木町中央公民館にご相談下さい。 

すべて事務局が手配いたします。（費53-3581) 

また、お二人のお名前と結婚記念日を刺しゆう

した豪華桐箱入アルバムの記念品等々たくさん

の特典があります。 

一
人
暮
ら
しに
明
る
い
サ
ー
ビ
ス
 

6
月
3
日
、
東
北
電
力
（
株
）
 

五
所
川
原
営
業
所
で
、
 一
人
暮
ら

し
老
人
世
帯
等
を
訪
問
し
、
春
の

サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
イ
ベ
ン
ト
「
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ム
（
ル
パ

ー
」
 
が実

施
さ
れ
た
。
 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
東
北
電
力
 

（
株
）
五
所
川
原
営
業
所
が
主
催

し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
 

東
北
電
気
保
安
協
会
、
五
所
川
原
 
 地

区
電
気
工
事
業
協
同
組
合
、
婦

人
と
電
気
の
会
、
町
の
家
庭
奉
仕

貝
等
の
協
力
を
得
て
一
人
暮
ら
し

老
人
宅
等
を
訪
間
し
、
蛍
光
灯
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
照
明
器
具
の
清
掃
、
 

電
気
設
備
の
安
全
点
検
、
修
理
な

ど
の
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
 

こ
の
日
は
金
木
、
嘉
瀬
、
喜
良

市
地
区
に
4
0人
が
8
班
に
分
か
れ
 

4
8世
帯
に
奉
仕
活
動
を
し
た
。
 

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
老
人
は
 「
 

お
か
げ
様
で
大
変
明
る
く
な
り
ま

し
た
い
と
大
喜
び
し
て
い
た
。
 

公
立
金
木
病
院
で
は
、
眼
科
開

設
以
来
多
種
多
様
の
検
査
・
手
術

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
「
厚
生
年
金
 

・

国
民
年
金
積
立
金
」
還
元
融
資

資
金
を
利
用
し
て
数
々
の
機
械

・

器
具
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
 

中
で
も
白
内
障
の
手
術
が
で
き

る
よ
う
ツ
ア
イ
ス
手
術
顕
微
鏡
・
 

3
c
c
D
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
等
の
導
 
 入

に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
術

中
の
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
、
 

ス
ム
ー
ズ
で
よ
り
正
確
な
手
術
が

可
能
と
な
っ
た
。
 

「厚
生
年
金

・
国
民
年
金
積
立

金
」
還
元
融
資
資
金
は
、
国
が
地

域
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
生
活
の

向
上
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
加

入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や
国
民
年

金
の
積
立
金
の

一
部
を
地
方
公
共

団
体
に
還
元
融
資
し
て
い
る
資
金

で
す
。
 

ツ
ア
イ
ス
手
術
顕
微
鏡
と
 

3
C
C
D
力
ラ
ー
カ
メ
ラ
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内科医員 森 康 宏 

金木病院カルテ⑩ 

薬の飲み方について」 

Q・⑧この施設の名称は何でしょう 

Q・⑥これは何の踊りでしょう 

麟藤昨 
． ー  
虻一 Lーー菩 

全間正解者の中から抽選で 3 名様 
に素敵な記念品を差し上げます。ど 
んどん応募して下さい。 
応募方法 
ノ、ガキに住所、氏名、年齢、職業、 
電話番号を記入のうえ 
①クイズの答②今月号のよかった記 
事③つまらなかった記事（④）ご意見・ 
ご感想を記入のうえ 
〒O37-O2 
金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 
までご応募下さい。 
応募の締切は 7 月 4 日当日消印有効。 
当選者の発表は 7 月号に掲載します。 
5月号の答 
④神田橋 ⑧桜松橋 ⑥奴橋 

厳選な抽選の結果、当選者は次の 3 
名で’す。 
嘉 瀬 松 川 慎 吾さん 
金 木 野 宮 かし江さん 
嘉 瀬 小山内 嘉一郎さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有 
難うございます。今回当選しなかっ 
た方もこれにめげずどしどしご応募 
ください。 

一
 

へ
 

は
じ
め
ま
し
て
。
4
月
か
ら
金

木
病
院
内
科
勤
務
と
な
り
ま
し
た

森
康
宏
（
2
8）
で
す
。
出
身
は
千

葉
県
で
、
青
森
県
は
今
年
で
9
年

目
に
な
り
ま
す
。
 

今
回
は
、
薬
の
飲
み
方
の
注
意

点
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

ま
ず
、
残
っ
た
薬
を
趣
味
の
よ

う
に
集
め
て
い
る
患
者
さ
ん

（
自
 
 

分
の
祖
母
も
そ
う
で
す
が

i
）
を

見
か
け
ま
す
が
、
古
い
薬
を
と
っ

て
お
く
こ
と
は
危
険
で
す
。
特
に

散
剤
や
水
剤
は
色
々
な
薬
が
渇
じ

っ
て
い
ま
す
の
で
変
性
し
や
す
く
、
 

散
剤
は
湿
気
に
も
弱
い
か
ら
で
す
。
 

ま
た
、
個
人
が
も
ら
っ
た
薬
を
他

の
人
に
あ
げ
る
こ
と
も
好
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
個
人
個

人
で
症
状
や
重
症
度
も
違
う
し
、
 

年
齢
や
体
重
も
異
な
る
か
ら
で
す
。
 

患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
二
、
 

三
の
病
院
を
掛
け
持
ち
し
た
り
、
 

同
じ
病
院
の
中
で
も
違
う
診
療
科

を
受
診
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合

に
は
、
ど
ん
な
薬
を
も
ら
っ
て
い
 
 る

か
正
確
に
医
師
に
告
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
報
告
を
怠
り

ま
す
と
同
効
薬
の
相
乗
作
用
に
よ

り
思
わ
ぬ
副
作
用
が
出
現
す
る
こ

と
も
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
風
邪

薬
な
ど
の
一
般
市
販
薬
も
医
師
処

方
薬
に
つ
い
て
と
同
様
で
必
ず
医

師
に
告
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

薬
の
飲
み
方
は
食
前
、
食
後
、
 

食
間
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

食
前
に
飲
む
薬
に
は
、
食
欲
増
進

薬
、
鎮
吐
、
漢
方
薬
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
薬
は
食
後
に
飲
む
の
が

一

般
的
で
す
が
、
特
に
胃
を
荒
ら
す

危
険
性
の
あ
る
薬
に
は
消
炎
鎮
痛

薬
、
解
熱
薬
、
抗
生
物
質
な
ど
が

あ
り
、
食
後
3
0分
で
飲
む
の
が
通
 
 常

で
す
。
食
間
薬
と
は
、
胃
粘
膜

保
護
剤
な
ど
で
、
食
後
2
時
間
頃

に
飲
む
の
が
一
般
的
で
あ
り
ま
し

て
、
決
し
て
食
事
中
に
服
用
す
る

と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。
ま
た
座
薬

を
座
っ
て
飲
む
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
が

（
稀
有
では
あ
り
ま
す

が
皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
座
薬

使
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
な
る
べ
く
排

便
後
に
挿
入
す
る
こ
と
で
す
。
 

ま
た
自
分
勝
手
な
判
断
で
薬
の

服
用
を
や
め
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。
 

高
血
圧
治
療
薬
な
ど
は
、
勝
手
に

中
止
す
る
こ
と
に
よ
り
か
え
っ
て

血
圧
を
上
げ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
の
で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
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イ ズ 

 

    

このクイズは金木町にちなんだ施設、 
名称、文化財などを再発見してもら
おうと問題にしたものです。休日な
どにチョコット出かけてみてはいか
がでしょう。 

Q・⑧次の山は俗に何と呼ばれてい
る山で“しょう 



金
 

佐
野
 
シ
 
ガ

（
8
2オ
）
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
山
中
 幹
夫

（
隆義
）
金
 
木
 

「
高
尾
 あ
や
（
典
孝
）
東
京
都
 

露
琴

艶
』叡
 

舞

弘
維銀
一
”
」
「
 

書
鷺
）
与
”
森
 

験

鐘
撃
一”
）
「
 

霞

二
繋
騒
一
鵬諸
 

（
三
上
 
雅
人
（
勝雄
）
板
柳
町
 

「
田
中
 

郁
（
敬
悟
）
金
 
木
 

轟
和
＼頭
纏
叡
 

露
騎
一
嘆」
叡
 

寵

幸
『
薙
喜
相
 

履
ま
響
鍵
“耗
 

お

く
や
み
 

山
崎
 

ッ
 
マ
（
7
7オ
）
金
 

大
橋

勇
五
郎

（
8
2才
）
 

木

村
 
勇
三

（
6
8才
）
 

木
村
 

フ
 
ミ
（4
5才
）
 

田
中
 

タ
 
ョ
（
8
3才
）
 

(
 

西
村
 

重
 
八
（
7
8才
）
喜
良
市
 

原
 
田
九

一
郎
（
7
9才
）
藤
 

飯
 
塚
 
マ
 
ツ

（
7
7オ
）
 

竹
内
 
昭

義

（
5
4オ
）
 

小
山
内

常
英

（
7
0才
）
 

白
 
川
 
せ
 
つ
（
5
9オ
）
 

小
林

嘉
四
吉
（
5
9才
）
 

田
中
 

穂
作

（7
9才
）
 

成
 
田
 
ミ
 
セ

（
7
5オ
）
 

根
井
 

蔵
一
 
（
7
6才
）
 

高
橋

ォ
シ
ゲ

（
8
8才
）
 

こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
、
町
民
課
窓
口
に
届
出

の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

金 

木 

蒔金嘉金 

金金中金金金嘉金嘉 藤 
ネ白 

木木木木木木瀬木瀬枝 

、 

	ノ 

前年同月比

△ 99人

△ 56人

△ 155人 

1 

5月末現在

男 6,146人

女 6,798人

計12,944人

世帯数 3,882 

人
ロ
と
世
帯
 

は じめ ま し て 
こうせい 

康 靖ちゃん 
4 月 24 日生まれ 

体 重 	2,870 g 
金 木 沢 部

白川諭さんの二男

健康で明るい子に育

ってほしい（母より） 

か お り 

香 織ちゃん 
4 月 30 日生まれ 

体 重 	3, 240 g 
嘉 瀬 畑 中

鳴海清明さんの長女

将来はモテソレになっ 

てネ 	（母より） 

場
 
所
 

川
倉
三
柱

神
社
 

樹
 

種
 

ケ
ヤ
キ
 

樹
 
齢
 

五
〇
〇
年
（
推

定
）
 

幹

の
周
囲
 

4
m
3
1m

（胸
l
n同
）
 

（
こ
の名
木
は
、
平
成
3
年
5
月
3
1日
金
木
町
文
化
財
 

審
議
委
員
会
議
で
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。）
 

戸籍の窓 

藤中桑柳工白 白 村鳴

本谷 田 谷藤川 川 上海 

佳葉昂健真殊康千香 

史

（
勝
美
）
 

月
（
吉
範
）
 

奈

（
繁広
）
 

(
 

喜川 金金金金金金嘉 
良 
市倉木木木木木木瀬 

5月届出分 

ニ
ノ
 

嘉
 

金
 

太寿璃靖穂織 

岡り讐奮諭籍請 
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